
2022年『（私・教会・福音は）聖霊によって前進します！』』もしわたしたちが御霊によって生きるのなら、また御霊によって進もうではないか。（ガラテヤ 5 ： 25） 

 ★教会に来れない時にも礼拝をささげよう！ ★毎週の礼拝ライブ配信・録画・録音はこちから。教会関係者用ページ  ▶ https://miyakojima-ch.com/mccc 

◆ 5 月 22 日 日曜礼拝 

歌集 B146 主は良いお方 

主の祈り 

歌集Ｂ 154 主の宮 

使徒信条 

聖歌 654 神のお子のイエスさま 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ 『仕える方に目を向ける』 

       マルコ 10:35-45 

歌集 B153 傷跡 

聖歌 383 ちち みこ みたまの 

祝祷・報告 

日本と世界の祈りの課題.2022  
★ さらに祈り続けましょう！！ 
１）世界の情勢の変化が激しくなっています。自然災害、戦争のうわさ、疫病、飢饉など、 

  この時代を御言葉に照らして祈りましょう。救われる方が起こされるように！ 

２）世界の難民（国と家族を失った人たち）に福音がとどきますように。  

３）日本にイエス・キリストを信じる救いの業、リバイバルが起こされますように。  

４）近隣の国と国、また民族と民族の間にある敵意や憎しみが癒されますように。  

『のぞみにあふれて』 村上宣道 

３１．あたたかいのが好き 
 

 友人の飼う柴犬に 2 匹の子どもが生ま

れました。２匹とも元気、お茶目ないたず

ら好きで家中の人気者です。でもこの仔犬

たちも、じっと動かなくなるときがあるそ

うです。日のあたらない寒い間は、親子が

からだを寄せ合ってじっとうずくまって

いる。ところが「あたたかく」なると、仔

犬たちはところ狭しと動き出すのです。あ

たたかいのが好きという事ですね。 

 あたりまえと言えばあたりまえですが、

私の友だちは、動物たちの活発さは温度と

の関係が大きいことに今さらながら気づ

いたと話していました。 

 北海道の屈斜路の近くにポンポン山と

言われている山。この山に、厳しい冬の間

 司 会 説 教 奏 楽 受 付 準備賛美 

5月  22日 片平 勝 片平 勝 片平ともみ 吉村智津子  

5月  29日 片平 勝 片平 勝 片平ともみ   

6月   5日 片平 勝 片平 勝 片平ともみ   

❖2023 年都島は 60 周年を迎えます。 祈りつつ備えたいと願います！ 

 後ほどアンケートで記念の企画を募集します。ぜひご協力ください！ 

《今後の予定》 

◆ 5/29(日)17:00 ＠神愛キリスト教会 教区男性部代表者会「カレブズ」 

◆ 6/6(月)19:30-21:00 ＠西宮市民会館（予定）教区・信徒セ

ミナー「オンライン礼拝を考える」講師：内川高志師 

◆ 6/11(土)10:00 ＠三木アガペー教会 教区 YMLﾕｰｽﾘｰﾀﾞｰｽﾞﾐｰ

ﾃｨﾝｸﾞ+ﾀﾞﾆｴﾙｽﾞ 
 YLM ： Zoom、ダニエルズ： YouTube での配信あり。 
❖教団「50 日間同刻祈祷カード 4/5-6/5」午前 or 午後 9 時に
全国 AG 信徒と共に祈ります。YouTube で祈りの配信あり。！  
■先日のオンライン全国聖会は、2000 人以上の登録者があり
祝福されたと報告がありました。感謝します。 

《お祈りください》 

❖新型コロナ感染の再増加、お互いの守りを祈り気をつけましょう。 
❖砂辺シゲ姉の娘、泉 紀美子さん術後の回復と救いのため。 
●新生活の梨山姉家族、松木姉、村井光輝君、片平恵生子姉、村井結実ちゃんのため。 
●かん治療中の金本姉のお姉さん（巴山佳子さん）の癒しと救いのため。 
●松尾明洋兄の完全な癒し ●竹田愛美姉の頸椎ヘルニアの癒し 
●がん治療中の縣康夫(ともみ師の父)の癒しと救いのため 

*祈祷会 ▶水曜午後 7 時半   ▶木曜午前 10 時（オンラインも）  ★同刻祈祷を！ 

◇現代の国々のリーダーたちに神さまにある知恵と導きがありますように 
●お互いの家族、新来者・求道者の方々の救いと祝福、心の守りのため。 
● CS やこどもくらぶに来ているた子どもたちのためにお祈りください！！ 
●仕事や遠隔地、コロナ事情のため礼拝に来れない方々とその家族の信仰の守り祝福の
ため (中村晶姉、山根貴子姉、宗政琴美姉、山元正愛姉、小林千鶴姉、片平真生子姉、
松田姉、林義彦兄・多鶴子姉他）●権藤栄子姉、浅田和美姉の施設での生活の祝福、●
岩本姉の健康の守りと体力の回復。家族の救い。★砂辺シゲ姉の守り ★大村邦雄兄の
自宅リハビリ生活 ★加村姉の両目の癒し  
●自宅療養の廣瀬利男師の守りと晴代先生教会の祝福。●自宅療養の岸本志津乃師 6
月手術予定の備えと教会の祝福。●伏見・東裕雅師の過敏性大腸炎の癒しと教会の祝
福のため。 

も、たくさんの虫が生息しています。ここ

が火山帯で、土の中は冬でも地熱でポカ

ポカしているからだろうというわけで

す。 

 現代はあまりにも寒々とした出来事が

多く心の中まで冷え切ってしまいそうで

す。そだからこそ、今、人々が必要として

いるのは、「あたたかさ」でしょう。考え

てみますと、私のように虫けらのような

者でもこうして生きることができている

のは、地熱のような「あたたかい」神さま

の愛があるからだとつくづく思うので

す。 

 聖書に、愛というのは「私たちが神を愛

したのではなく、神が私たちを愛し、私た

ちの罪のために、なだめの供え物として

の御子を遣わされました。ここに愛があ

る」のだと告げています。それを受けてさ

らに、「神がこれほどまでに私たちを愛し

てくださったのなら、私たちもまた互い

に愛し合うべきです」と勧めているので

す。(1 ヨハネ 4:10-11） 

 まず、「あたたかい」神さまの愛を知る

こと、そしてその愛をもって、互いに愛し

合うという、この「あたたかさ」が互いの

間に増幅していくことを願わずにおられ

ません。 


